
採用予定数

刑務Ａ 北海道 約35名

刑務Ｂ 北海道 約15名

刑務Ａ (社会人) 北海道 約5名

刑務Ｂ (社会人) 北海道 若干名

刑務Ａ (武道) 北海道 約15名

刑務Ｂ (武道) 北海道 約5名

刑務Ａ 東北 約30名

刑務Ｂ 東北 約15名

刑務Ａ (社会人) 東北 約5名

刑務Ｂ (社会人) 東北 若干名

刑務Ａ (武道) 東北 約15名

刑務Ｂ (武道) 東北 若干名

刑務Ａ 関東甲信越静 約105名

刑務Ｂ 関東甲信越静 約80名

刑務Ａ (社会人) 関東甲信越静 約35名

刑務Ｂ (社会人) 関東甲信越静 約5名

刑務Ａ (武道) 関東甲信越静 約60名

刑務Ｂ (武道) 関東甲信越静 約10名

刑務Ａ 東海北陸 約35名

刑務Ｂ 東海北陸 約25名

刑務Ａ (社会人) 東海北陸 約7名

刑務Ｂ (社会人) 東海北陸 若干名

刑務Ａ (武道) 東海北陸 約15名

刑務Ｂ (武道) 東海北陸 約5名

刑務Ａ 近畿 約75名

刑務Ｂ 近畿 約35名

刑務Ａ (社会人) 近畿 約15名

刑務Ｂ (社会人) 近畿 若干名

刑務Ａ (武道) 近畿 約20名

刑務Ｂ (武道) 近畿 約8名

刑務Ａ 中国 約25名

刑務Ｂ 中国 約35名

刑務Ａ (社会人) 中国 約6名

刑務Ｂ (社会人) 中国 若干名

刑務Ａ (武道) 中国 約15名

刑務Ｂ (武道) 中国 若干名

刑務Ａ 四国 約30名

刑務Ｂ 四国 若干名

刑務Ａ (社会人) 四国 約7名

刑務Ｂ (社会人) 四国 若干名

刑務Ａ (武道) 四国 約15名

刑務Ｂ (武道) 四国 若干名

刑務Ａ 九州 約35名

刑務Ｂ 九州 約10名

刑務Ａ (社会人) 九州 約10名

刑務Ｂ (社会人) 九州 若干名

刑務Ａ (武道) 九州 約20名

刑務Ａ 沖縄 約10名

刑務Ａ (武道) 沖縄 若干名
（注）採用予定数は、変動することがあります。
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